
□教育理念 

□使命・目的 

□人材育成目標 

（a）専門基礎力の充実した人材の育成 
　エンジニアリング・サイエンスに準拠したカリキュラムの構成、すなわちエネルギー、
新素材、半導体、生物化学材料、建設材料などの基礎物性に関する教育、数学的解析能力、
数値シミュレーション、数値・画像情報解析に関する開発能力の養成、および外国文献の読
解力と表現力の養成により専門基礎力の充実した人材を育成する。 
 

（b）先端技術分野への応用展開能力を持つ人材の育成 
　先端技術に関する科目および先端的な研究テーマを設けると共に、応用数学、応用物理、
ならびに応用化学の工業基礎に関する専門基盤科目を設けるなどのカリキュラムの編成に
より、自然科学に関する深い理解力を養成し、工学基礎力を基盤とする工業技術さらには
先端技術への応用展開能力を持つ人材の育成を図る。 
 

（c）総合的な視野を持つ人材の育成 
　今後の高度技術者は特定技術分野にのみ限定された視点ではなく、人間を中心に捉えた
総合的な視野を持つ必要がある。すなわち、従来の要素技術や解析指向から総合化ならび
にシステム重視への転換である。このため、各専門分野における教育は無論のこと、これ
まで異質と見られていた異分野間の幅広い協力と新しい発想に基づく複数あるいは境界領
域を総合するシステム思考を可能とするカリキュラム編成により、総合的な視野を持つ人
材の育成を図る。 

　学術の理論および応用を教授研究し、その深奥を究めると共に、学術研究を通して深い
教養と豊かな人間性を涵養し、広く文化の進展と社会の発展に寄与する。 

　「良き技術は、良き人格から生まれる」 
　本学は、「良き技術は、良き人格から生まれる」という教育理念をもっています。この
理念は、「良き職業人となるためには、高度な専門知識とともに豊かな人間性と総合的な
判断力をもつ」ことが必要であることを意味しています。 
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